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 歯科矯正臨床においては,顎顔面骨格がターンの成立や成長に伴う変化を客観的に評価したうえで治療目標
 を設定し,治療後の安定性をあらかじめ予測することがきわめて重要であり,その際咀嚼筋を含めた欝腔周囲
 筋の機能的解析が重要であることは周知の事実である。
 本班究では,筋の活動霊位伝導速度が筋線維緯成と高い相関性を有しているという性質を利照し,非侵襲に
 測定可能な咬筋の活動電位伝導速度より咬筋の筋線維組成を類推したうえで,顎顔面形態との関連性について
 検討を行うことを最的とした。
 研究対象は矯正治療未経験,あるいは矯正治療経験はあるものの,顎整形力等の顎顔面骨格パターンを変化
 させるような治療が適胴されていない,思春期性成長ピーク以降にある女子i5名とした。アレイ電極を用いて
 左側咬筋の活動電位波形を導鐵して多チャンネルで同時記録を行い,チャンネル問の電位伝播の遅れ時間から
 活動電位伝導速度の算出を行った。また,活動電位伝導速度の灘定とほぼ同時期に撮影された側面頭部X線規
 格写真の透写図を作成して顎顔面各部の計測を行い,活動電位伝導速度との根問分析を行った。
 その結果,最大咬みしめ時における咬筋活動電位伝導速度と垂直的骨格パターンに関連する計測項目との間
 に有意な負の稽関が認められた。
 以上のことから,相最的に下顔面高の大きい10簸g∫aceでは,曲ort圭aceと比較して最大咬みしめ時の咬筋
 活動電位伝導速度が遅く,筋線維組成においては遅筋線維であるタイプ工線維が多いことが示唆された。この
 ことから,顎顔面の垂直的形態形成には,咬筋の機能が関与することが示された。
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審査結果要旨
歯科矯正臨床にお
改善に苦慮するこ
らず,その成長方
周知の事実である
り,また,筋電図の
側頭筋活動量と下顎枝後縁角との間に絹関性があるこ
唖麟筋機能の違い
のバイオプシーを
特に収縮特性から
といわれており,
定性の予測に役立
 の適爾には適さないといった欠点を有している。
一方,近年になっ
 定された活動電位伝導速度と筋線維経
このような背景か
に濁定可能である
るシステムの確立
 はなく,本蘇究のオリジナリティは高いものと考えられる。
本薙究の結果,咬筋
下顔面高,下顔面
なることが示唆さ
の,小児覇に咬筋
 と考えら紅た。
本醗究より縛られ'
 に値するものと判定する。
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